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1　緒　言

　2011 年 3 月 11 日の東日本大震災発生後の東京電力福島第

一原子力発電所の事故に伴い、134Cs と 137Cs（以下放射性セ

シウム）を始めとする放射性物質が広範囲に拡散した。

　福島県は野菜を始め、多くの園芸品目を生産しており、

事故直後、野菜に対する放射性物質の吸収移行について、

知見が少なかったため、野菜の生産、販売に対し、不安が

広がった。

　放射性物質は、土壌に沈着した後、経根吸収によって野

菜に移行するとされている 1）3）7）10）。

　降下、沈着した放射性セシウムは、時間の経過に伴い土

壌に強く吸着し、固定され 2）4）6）8）、土壌からの経根吸収の

程度は変化するとされている。また、同一採取地における
137Cs の年次間の変動は、変動幅の小さいほ場と大きいほ場

が認められる報告 5）もある。

　植物に吸収される放射性セシウムは、土壌の種類の違い

によってその濃度に違いが生じると言われている 9）。

　野菜における放射性セシウム吸収の経年変化については、

ほ場試験の知見が少ない。

　そこで、2011 年に農業総合センターにおいて、野菜類 30

品目を供試し、放射性セシウム濃度を測定した。本稿は、

2011 年の試験の中で放射性セシウムが比較的高い代表的な

品目について、2年間の吸収、移行を比較したので報告する。

2　試験方法

⑴　主要な野菜の放射性セシウムの年次間差

　Ａ　試験場所

　試験は、農業総合センター本部（郡山市日和田町高倉字

下中道 116 番地）の普通畑で行った。土壌型は、灰色低地

土である。

　Ｂ　供試品目および耕種概要

　供試した品目は、本県の主要品目である果菜類のキュウ

リ、葉菜類のブロッコリー・コマツナ、豆類のエダマメ、

イモ類のサツマイモの計 5 品目とし、代表的な品種を選定

した。耕種概要は、福島県中通りの慣行に従った（表 1）。

　Ｃ　施肥

　ほ場には土壌改良資材として、耕起前に苦土石灰を 10 ａ

当たり 100 ㎏施用した。基肥については、窒素、リン酸、

カリを福島県の施肥基準を参考に表 2 のとおり施肥した。

堆肥は施用しなかった。

　キュウリは、これらに加えて窒素、リン酸、カリを表 3

のとおり追肥した。追肥は、硝安（N 34％）、リン安（N 

11％、P2O5 61％）、重炭酸カリ（カーボリッチ、K2O 46）を

用い、7/1 〜 8/30 の間に、5〜 7日おきに計 10 回施用した。

追肥方法は、肥料を水に溶かし、計量カップで株毎に所定

の施肥量を均等に施用した。
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⑵　放射性セシウム吸収の地域間差

　Ａ　試験場所

　試験は、農業総合センター本部（郡山市日和田町高倉字

下中道 116 番地、以下郡山）及び農業総合センター浜地域

研究所（相馬市成田字五郎右エ門橋 100 番地、以下相馬）

の普通畑で行った。土壌型は、農業総合センター本部が灰

色低地土、農業総合センター浜地域研究所が褐色森林土で

ある。

　Ｂ　供試品目および耕種概要

　品目は、葉菜類のコマツナを供試した。栽培した品種、

耕種概要は、表 4のとおりである。

　Ｃ　施肥

　ほ場には、土壌改良資材として苦土石灰を 10 ａ当たり

100 ㎏施用した。窒素、リン酸、カリについては、福島県の

施肥基準を参考に表 5 のとおり基肥を施肥した。追肥およ

び堆肥は施用しなかった。

⑶　野菜調査及び分析方法

　放射性セシウムの調査は、食品衛生法で定められた部位

（可食部）を採取後、水道水で洗浄し、乾燥器（75℃）で 4

〜 7 日間乾燥後、家庭用ミキサーで粉砕し、分析用試料と

して供試した。核種分析は、試料を U8 容器に充填し、Ge 半

導体検出器を用いて 20,000 〜 80,000 秒で測定した。

　各品目を栽培したほ場の土壌は、野菜の収穫終了後、1 区

当たり 5 株について、それぞれの株元から採取し、風乾後、

よく混合した。採取位置は、各株元から 15 ｃｍ離れた地点

5 カ所について、それぞれ深さ 0 〜 15 ｃｍの範囲を採土し

た ｡土壌の放射性セシウム濃度は、風乾後、U8 容器に充填し、

Ge 半導体検出器を用いて 10,000 〜 20,000 秒で測定した。

　土壌の交換性カリ含量は、上記の方法で採取後、風乾し

た土壌を用い、原子吸光光度計で測定した。

3　試験結果および考察

⑴　品目別の放射性セシウムの推移

　Ａ　1年目の放射性セシウム濃度

　2011 年の栽培後における土壌の放射性セシウム濃度は、

2,296 〜 4,995Bq/㎏ DW であった（表 6）。各品目の 1 年目の
137Cs は 12.8 〜 30.3Bq/㎏ DW と低かった（図 1）。品目間で

はブロッコリー、コマツナ、エダマメ、サツマイモが比較

的高く、キュウリが低かった。

　栽培後土壌の交換性カリ含量は、11.1 〜 139 ㎎ /100gDW

であった（表 7）。前作の影響でブロッコリー、キュウリ、

コマツナ土壌の交換性カリ含量は 39.0 〜 139 ㎎ /100gDW と

高く、サツマイモとエダマメは、11.1 〜 12.8 ㎎ /100gDW と

低い値であった。

　Ｂ　2年目の放射性セシウム濃度

　2012 年の栽培後における土壌の放射性セシウム濃度は、

1,707 〜 2,497Bq/ ㎏ DW に低下した（表 6）。各品目の 2 年

目の 137Cs は 3.6 〜 20.9 Bq/ ㎏ DW であった（図 1）。土壌の

交換性カリ含量は、12.2 〜 80.3 ㎎ /100gDW であった（表 7）。

ブロッコリー、キュウリ、コマツナの土壌の交換性カリ含

量は、20 ㎎ /100gDW 以上であったが、サツマイモとエダマ

メは、ほとんど変わらずに低い値であった。

Ｃ　2年間の放射性セシウム濃度の変化

　同一ほ場で栽培した野菜類における 137Cs 濃度は、いずれ

の品目も 2012 年が 2011 年を下回った（図 1）。

図 1　2011 年と 2012 年に生産された主要野菜の 137Cs 濃度

　品目間では、ブロッコリー、キュウリ、コマツナ、サツ

マイモの順に減少率が高く、エダマメの減少率は低かった

（図 2）。各品目の移行係数は、ブロッコリー、キュウリ、コ
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マツナが低く、サツマイモ、エダマメが高かった。2012 年

の移行係数はエダマメを除いて 2011 年を下回った（図 3）。

図 2　2011 年と 2012 年に生産された主要野菜の 137Cs 濃度の

減少率（％）　　　　　　　　　　　　　　　　

図 3　2011 年と 2012 年に生産された主要野菜の 137Cs の TF 値

　土壌の放射性セシウムは、時間の経過に伴い土壌に強く

吸着され、固定されるとされており 2）4）6）8）、移行係数が低

下したためと考えられ、3 年目以降の推移について継続して

検討する必要がある。

⑵　放射性セシウム吸収の地域間差

　2011 年の郡山における収穫終了後の土壌の放射性セシウ

ム濃度は、2336 Bq/㎏DWであった（表8）。コマツナの137Csは、

24.0 Bq/ ㎏ DW であった。一方、相馬の土壌は 1127Bq/ ㎏

DW であった。コマツナの 137Cs は、10.0 Bq/ ㎏ DW であり、

郡山の方が高かった。

　土壌の交換性カリ含量は、郡山が 63.3 ㎎ /100gDW であっ

た。一方、相馬は 56.2 ㎎ /100gDW であり、どちらも高かっ

た（表 7）。

　2012 年の郡山における栽培後の土壌の放射性セシウム

濃度は、1707 Bq/ ㎏ DW であった（表 8）。コマツナの 137Cs

は、10.2 Bq/ ㎏ DW であった（図 4）。一方、相馬の土壌

は 585Bq/ ㎏ DW であった（表 8）。コマツナの 137Cs は、6.7 

Bq/ ㎏ DW であり、郡山の方が高かった（図 4）。

　土壌の交換性カリ含量は、郡山が 27.2 ㎎ /100gDW であっ

た。一方、相馬は 38.1 ㎎ /100gDW であり、どちらも高かっ

た（表 7）。

　郡山と相馬で栽培したコマツナの放射性セシウム濃度は、

ともに 2012 年が 2011 年を下回ったが、郡山が相馬より減

少率が高かった（図 4、図 5）。各年次の移行係数は、郡山

は 2年目が低くなったが、相馬は高くなった（図 6）。

　年次間の減少率に地域間差が見られた要因について、検

討を要する。

図 4  2011 年と 2012 年に生産されたコマツナの 137Cs 濃度

図 5　2011 年と 2012 年に生産されたコマツナの 137Cs 濃度の

　　  減少率（％）
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図 6　2011 年と 2012 年に生産されたコマツナの 137Cs の TF 値
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